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（ 続紙 １ ）                             


































2003 年以降の抗 HIV 薬の浸透、そしてタイの経済成長により変容した家族（親子、夫婦、祖
父母）の役割とその関係を考察し、エイズ孤児と HIV 陽性者の女性が、「病縁」を通し、新
たに親密な関係を形成してきたことを示す。 








































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
地域研究や文化人類学において映像記録はこれまでも活用されてきており、特に近年で
は、学会でも映像作品が取り上げられるようになった。しかし、そこでは記録媒体として
の映像が重視され、あたかもカメラが人間より、また映像が文章による記述よりも客観的
であることが自明視されてきた。カメラを掲げて現地に入り、フィールドから帰って映像
を編集する映像作成者は、映像が映し出す現実にどのように関与しているか、という点は
十分に論じられてこなかった。本博士論文は、ドキュメンタリー作家である筆者が、14年
の年月をかけて撮影・制作した2本の映像作品をもとに、北部タイのHIV陽性者と彼らを取
り巻く地域社会の人びとについて論じる。さらに、その撮影過程について自ら分析し、作
成者の視点が、作品としてのドキュメンタリー映像にどのように関与しているかを論じ
る。したがって論文は、映像の対象となった事象を分析する位相と、その映像制作そのも
のを分析する位相という、二重の相を相互的に捉えた構造を成している。地域研究として
も映像論としても、ユニークな試みである（提出された論文には、この2本の映像作品が付
されている）。 
2本の映像は、北部タイにおけるHIV陽性者と家族や地域社会の変容、そして、タイ国に
おける国レベル・地域レベルでの感染への対策に対して、陽性者が組織する運動や、そこ
に形成される公共空間の動態を描いている。タイでは、1980年代末からHIV感染が広まり、
政府は90年代より対策に乗り出した。映像作品は、病院などの地域の公共施設に自助グ
ループが設立されるようになった2000年から撮影を開始し、2003年に抗HIV薬が投与される
ようになった時期を経て、2014年に至る。家族における親子や夫婦関係の変容、自助グ
ループの盛衰、地域における陽性者の新たな自律的な運動の開始など、まさにタイにおけ
るHIV感染への対応の歴史そのものを、陽性者の視点からミクロに捉えている。論文ではそ
の過程を、まず自ら制作した映像のシークエンスを通してなぞり、解説しながら分析して
いる。その分析自体が、通常の民族誌的記述にとどまらず、映像をベースにしているとこ
ろにもまた、この論文の独自性を見出すことができる。そのうえで、論文の最後には、そ
の映像作品の制作過程を分析対象とし、作成者としての自らの視点がどのようにその過程
で変化し、それが出来上がった映像作品のリアリティにどのように投影されているかを考
察している。 
本論文は、以下の四つの学術的貢献によって高く評価することができる。第一に、HIV陽
性者をめぐる家族の関係の動態を、映像を介することで微細な視点から分析しえている点
である。親子、夫婦の関係の変容の機微を、長期にわたり陽性者の日常生活に近しく関わ
ることによりカメラで捉えており、論文ではそれを分析している。また、エイズ孤児と主
人公の関わりから、HIV感染を介して生じる疑似的な親子関係を「病縁」による新たな関係
として分析し明らかにしている。これまでのHIV感染をめぐる民族誌や文化人類学的議論に
おいて十分に触れられなかった、家族における親密な関係の変化を日常生活から捉えるこ
とに成功している。それは、14年という長い年月にわたり地域の陽性者と撮影を通じて関
わってきた成果でもある。 
第二に、行政主導で設立された地域の自助グループに、陽性者が参加し、そこで陽性者
  
同士のつながりが形成される過程を、日常的な場面から描いている。また、抗HIV薬をめぐ
る陽性者の運動の組織をはじめ、陽性者主導の地域レベルの活動を描出し、草の根の組織
として成果を上げる運動と公共空間の広がりを分析している。先行研究では下からの自己
統治や陽性者コミュニティなどの概念が提示されてきたが、本論文ではこれが日常生活か
らどのように立ち上がっているか、いかなる共同性がそこに生み出されているかという、
これまで明らかにされてこなかった点を分析している。 
第三に、作成者の視点がいかに作品としての映像表象に関与しているかを明らかにして
いる。映像作成者は、単にカメラを持って客観的な記録を撮っているのではなく、被写体
との相互関係を築くことで、また、自らの視点をもってカメラを持つことで、映像に映し
出される現実にも、被写体の動きやそこで生み出される現実にも関与していることを、自
らの撮影・編集過程を自己再帰的に追いながら分析し、明らかにしている。映像に映し出
されるのは、カメラがそのまま掬い取った事実なのではなく、映像のリアリティは、その
撮影・編集・上映の過程で作り手、被写体、観客の間で創りだされるものであることを明
らかにしている。 
第四に、文化人類学や地域研究における映像の有効性を明らかにしている点である。映
像の場面構成や、一つ一つのシークエンスを論文中に取り上げて論じる手法により、身体
的相互作用や、空間配置など、文章記述のみでは表現することが困難でありながら、しか
し、日常的な関係の変化を理解するうえで重要な点を、映像で捉えることで初めて表現
し、分析を加えることができており、そのこと自体が映像の有効性の主張につながってい
る。 
これらの点を総じて、本論は、映像による地域研究の可能性を示すオリジナリティの高
い研究成果である。また、事象と映像の二重の位相を論じるという独創的な試みにも成功
している。 
よって本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成2
7年1月26日、論文の内容とそれに関連した事項について試問をおこなった結果、合格と認
めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際して
は、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
